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１．はじめに

北海道のソバ作付面積は，ソバが水田転作作物と
して導入されるようになったことから，1989年（平成
元年）の4,930ha から2019年（令和元年）には２万
5,200ha へ拡大した。2019年の北海道のソバ生産量
（１万9,700トン）は全国の47.8％を占め，北海道のソ
バ生産の作柄が国産ソバの供給に大きな影響を与えて
いる。現在の主力品種「キタワセソバ」は，北海道の
ソバ作付面積の約９割にあたる約２万1,000ha で栽培
されている。しかし，単収は漸減傾向であり，今後も
北海道ソバの生産を維持し，さらには国産ソバの自給
率（20.9％，2018年度）を向上していくためには，よ
り生産性の高い品種が必要である。また，経営所得安
定対策における，農産物検査規格の改正（2015年度）で，
ソバは容積重に応じた等級格付けとなり，容積重が従
来以上に重要視されるようになった。以上の理由によ
り，実需者や生産者から多収かつ高品質（高容積重）
の品種が求められている。

２．育成の経過

「キタミツキ」は農研機構北海道農業研究センター
（芽室研究拠点）において，多収で高品質なソバ品種
の開発を目標にして育成された。2004年に網枠内にお
いて「レラノカオリ」の初期世代である「端野43」と
「キタワセソバ」を交配し，種子親である「端野43」
の11個体から種子を得た。2006年に採種量の多かった
２個体より２系統を養成し，2007年に１系統を選抜し
た。2008年に小規模生産力検定試験，2009年から2011
年に生産力検定予備試験，2012年から「北海14号」と
して生産力検定試験を実施した。同時に，2012年から
北海道立総合研究機構中央農業試験場（2015年からは
北海道農業研究センター（札幌））において系統適応
性試験，2013年から深川市および旭川市（2015年から

は幌加内町）において地域適応性試験を実施した。そ
の結果，「キタワセソバ」よりも多収で容積重も重く，
ルチン含量が高いなどの優秀性が確認された。2015年
に「キタミツキ」と命名し種苗法に基づく品種登録申
請を行い，2019年に登録された。2020年１月に，北海
道の優良品種に認定された。

３．品種の特性

生態型は北海道に適する“夏型”であり，伸育型
は“無限”，草型は“直立・短枝型”である。開花期
および成熟期は「キタワセソバ」よりやや遅い（表１）。
草丈は「キタワセソバ」よりやや高く（写真１），倒
伏程度は「キタワセソバ」と同等である。子実重は「キ
タワセソバ」より20％重く，容積重は「キタワセソバ」

写真１　「キタミツキ」の草姿（中央）
左は「キタワセソバ」，右は「レラノカオリ」



より重いため上位等級になりやすい（表１）。千粒重
は「キタワセソバ」と同程度であるが，粒径はやや小
さい分布を示す（写真２）。製粉歩留は「キタワセソバ」
と同程度であり，ルチン含量は「キタワセソバ」より
高い（表１）。麺の評価は「キタワセソバ」と比べて，

色や製麺性がやや優れ，味は同程度である（表２）。

４．おわりに

「キタミツキ」は収量性が高く，容積重は重く，
ルチン含量が高い特徴を有する。実需者による麺の品
質評価では，色や製麺性が高く，味は「キタワセソバ」
と遜色がない。
このことから，「キタミツキ」を「キタワセソバ」

に置き換えて普及することにより，安定生産や生産者
の収益増加が図られ，北海道および国産ソバの生産振
興に貢献することが期待される。普及面積は当面
6,000ha の見込みであるが，全道一円に普及すること
を望む。
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写真２　「キタミツキ」の子実（中央）
左は「キタワセソバ」，右は「レラノカオリ」

表１　「キタミツキ」の特性一覧

表２　実需者による食味評価結果
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